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ご使用になる前に 
 
 

このたびはμST-SH2をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

本製品をお役立て頂くために、このマニュアルを十分お読みいただき、正しくお使いください。 

今後共、弊社製品をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。 

 
 
 
 
 本製品は、下記の品より構成されております。梱包内容をご確認のうえ、万が一、不足しているものがあれば 

 お買い上げの販売店までご連絡ください。 

 

 

 
 

 

 

 ■本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ノイズの多い環境での動作は保証しかねますのでご了承ください。 

■連続的な振動(車載等)や衝撃が発生する環境下でのご使用は、製品寿命を縮め、故障が発生しやすくなりますのでご注意ください。 

■発煙や発火、異常な発熱があった場合には、すぐに電源を切ってください。 

■本製品を仕様範囲を越える条件において使用した場合、故障の原因となりますので、ご注意ください。 

■本書に記載される製品および技術のうち、「外国為替および外国貿易法」に定める規制貨物等（技術）に該当するものを輸出 

または国外に持ち出す場合には同法に基づく輸出許可が必要です。 

■本製品マニュアル、回路図及び HDLコードの著作権は株式会社アルファプロジェクトが保有しております。これらを無断で転用、 

掲載、譲渡、配布することは禁止します。 

 

 
 

■保証期間内において、本マニュアル等に記載の注意事項に従い正常な使用状態で故障した場合、保証対象といたします。 

■製品保証の内外を問わず、製品を運用した結果による、直接的および間接的損害については、弊社は一切補償いたしません。 

■保証対象は、製品本体とします。ソフトウェア・マニュアル・消耗品・梱包箱は保証対象外とさせていただきます。 

■本保証は日本国内においてのみ有効です。海外からのご依頼は受付しておりません。 

■製品保証規定の詳細につきましては、ホームページをご覧ください。

 梱包内容 

 取り扱い上の注意 

 保証 

! 

●本製品には、民生用の一般電子部品が使用されており、一般的な民生用途の電子機器への使用を意図して 

設計されています。宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種安全装置などで人命、事故に関わる 

用途および多大な物的損害を発生させる恐れのある用途でのご使用はご遠慮ください。 

●極端な高温下や低温下、または振動の激しい環境での使用はご遠慮ください。 

●水中、高湿度、油の多い環境でのご使用はご遠慮ください。 

●腐食性ガス、可燃性ガス等の環境中でのご使用はご遠慮ください。 

●基板の表面が水に濡れていたり、金属に接触した状態で電源を投入しないでください。 

●定格を越える電源を加えないでください。 

●μST-SH2本体  1 台 ●14Pin MILコネクタ  1 個 

●マニュアル・サンプルプログラムのダウンロード・保証のご案内       1 枚 

μST-SH2 梱包内容 
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μST-SH2は、CPUコアに SH7619(SH-2)を採用した超小型ネットワーク対応ボードです。 

外部接続用コネクタに必要な信号を引き出してありますので、拡張性に優れています。また、SD/MMC スロットを搭載し

ていますので、データロガーなどに最適です。ほか、各種の試作や小ロット製品への組み込みなど、幅広い用途にご使

用いただけます。 

 

１．１ 製品の特長 
 

■ SH-2コア搭載 「SH7619(R4S76190B125BGV)」採用 

 

－SH7619の特長－ 

32bit RISC CPU 

最大動作周波数 125MHz 

Ethernetコントローラ(MAC/PHY内蔵) 

コンペアマッチタイマ（16bit × 2ch） 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ 4ch 

シリアルコミュニケーションインターフェース（SCIF）：3ch 

シリアル IO 1ch 

ホストインターフェース(HIF)  

 

■ 標準OSにμCLinuxを採用 

 
標準OSにμCLinuxを採用しています。 

コンパイラ(GCC)やデバイスドライバなども含め、これらは全てロイヤリティーフリーで利用でき、開発期間の短縮と開

発コストの軽減ができます。 

 

■ FlashROM8MByte、SDRAM32MByte 搭載 

 

プログラムメモリとしてFlashROM8MByte、データメモリとしてSDRAM32MByteを搭載しております。 

 

■ SD/MMCカードスロットを装備 

 
SD/MMCカードスロットを装備していますので、大規模アプリケーションプログラムにも対応することが可能です。また、

ロギングシステム等のデータ保存用にお使いいただく事も可能です。 

 

■ 10/100BASE-TXを装備 

 
10/100BASE-TX対応のイーサネットコントローラを搭載していますので、組み込み用ネットワーク機器に利用が可能です。 

 

■ シリアルインターフェースコネクタを装備 

 

D-SUB9ピンコネクタを装備しておりますので、RS232Cケーブルを接続するだけで簡単にPCと通信を行うことができます。 

 

■ 外部拡張が容易 

 

外部拡張に必要な信号は拡張コネクタに引き出してありますので、お客様の回路に容易に組み込めます。 

 

■ 超小型基板 

 

基板サイズは、71mm×51mmと超小型です。 

 

１． 製品紹介 
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■ 回路図を全て公開 

 
回路図は全て公開されていますので、回路動作の確認やデバッグにお役立ていただけます。 

また、教育や研修用途にも最適です。 

 

■ 拡張ボードのサポート 

 
USBやAD、ビデオキャプチャ等の機能追加ボードを用意しておりますので、多様な目的でご利用いただけます。 
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２．１ 仕様概要 
 
 

項目 仕様 

CPU 

R4S76190B125BGV 32bit RISC(Reduced Instruction Set Computer)タイプ CPU 

命令長 16ビット固定 

ロードストアアーキテクチャ 

汎用レジスタ：32bit × 16本 

パイプライン：5段パイプライン方式 

乗算器内蔵 

クロック 14.7456MHz発振子  CPUコア:117.9648MHz  バス:58.9824MHz  周辺:29.4912MHz 

メモリ 
FlashROM 8Mbyte（S29GL064N90TFI020 Cypress） 

SDRAM 32Mbyte(M12L2561616A-6TIG2S ESMT または相当品) 

 

割り込みコントローラ 

外部割込み端子：9本 （NMI、IRQ7～IRQ0） 

内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先順位を設定 

ベクタアドレス：割り込み要因ごとに固有のベクタアドレス 

I/O ポート 17本の汎用入出力端子 

Ethernet コントローラ 
IEEE802.3u準拠 10Base-T、100Base-TXサポート 

オートネゴシエーション/マニュアルネゴシエーションの両モードをサポート 

シリアルインターフェース 
3ch（1chは RS232Cレベルで D-SUB9ピンコネクタ、2chは拡張コネクタに接続） 

クロック同期/調歩同期モード 

ユーザデバッグインターフェース JTAG（H-UDI） 

SD/MMC カードスロット 1スロット(SPIモード) 

リアルタイムクロック(RTC) 
S-35190A(SII製) 

電気二重層コンデンサによりバックアップ 

リセット 
リセット IC、リセット SW搭載 

外部拡張コネクタ(未実装)からのリセット可能 

その他 ユーザブレークコントローラ 

電源 DC5V±5％(DCジャック) 

消費電流 約 400mA(MAX) 

動作温度範囲 0℃～60℃ 

基板寸法 71mm×51mm 

ケース寸法 80mm×30mm×60mm（コネクタ等の突起部分を除く） 

 

 

 

 

Table2.1-1 仕様概要 

２． 仕様概要 
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２．２ 外観 

 

 

 

 

 

裏面 

表面 

J

2 

J

1 

P2 P1 P3 

DSW1 

SLOT1 
SW1 

Fig 2.2-1 外形図 
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コネクタ番号 推奨コネクタ型番/メーカ等 用途 備考 

J1 HIF3H-40DA-2.54SA/ヒロセ バス拡張コネクタ 2.54mmピッチ(未実装) 

J2 HIF3H-40DA-2.54SA/ヒロセ I/O、JTAG拡張コネクタ 2.54mmピッチ(未実装) 

P1 PTL-TJ-N-D/JIROTECH Ethernetコネクタ 10/100BASE 

P2 XM2C-0942-1321/OMRON RS232Cコネクタ  

P3 MJ-179P/マル信無線電機 DCジャック DC+5V 

SLOT1 SCDAAA0604/ALPS SD/MMCカードコネクタ  

SW1 SKRTLBE010/ALPS リセット SW  

DSW1 CHP-040A/コパル電子 設定 SW  

 

背面 

前面 

SW1 SLOT1 DSW1 LD1 LD2 

LD3 

P1 P3 

P2 

Table 2.2-2 使用コネクタ、SW一覧 

Fig 2.2-2 ケースタイプ外形図 
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２．３ 外形寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig 2.3-1 外形寸法図 
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Fig 2.3-2 ケースタイプ外形寸法図 
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J2 
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タ 

J1 

 

拡 

張 

コ 
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REGULATOR 

IC 

RESET SW 

+1.8V 

I/O 

SH7619 

R4S76190B125BGV 

 

Iφ:117.9648MHz 

Pφ:29.4912MHz 

Bφ:58.9824MHz 

14.7456MHz 

H-UDI ADDRESS BUS 

DATA BUS 

16bit 

NOR FLASH 

64Mbit 

S29GL064N90TFI020 

SDRAM 

256Mbit 

M12L2561616A-6TIG2S 

P1 

Ethernet 

P2 

RS232C 
RS232C 

Driver 

P3 

DC JACK 
REGULATOR 

IC 

+3.3V 

+5V 

SLOT1 

SD/MMC  

RTC 

S-35190A  

SCI 

 

２．４ 回路構成 

 

 

 

 

Fig 2.4-1 回路ブロック図 
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２．５ アドレスマップ 

 

μST-SH2 のアドレスマップを以下に示します。CMNCR レジスタの MAP ビットにより、アドレスマップ１を選択した場合、

10空間、アドレスマップ２を選択した場合には 8空間に分類されます。詳細はルネサス SH7619ハードウェアマニュアル

をご覧ください。 

 

 

アドレス(P0) アドレス(P2) デバイス 空間 

H’00000000 

H’007FFFFF 

H’A0000000 

H’A07FFFFF 

FlashROM 16bit 

8Mbyte 

CS0空間 

H’00800000 

H’03FFFFFF 

H’A0800000 

H’A3FFFFFF 

予約  

H’04000000 

H’07FFFFFF 

H’A4000000 

H’A7FFFFFF 

予約 CS1空間 

H’08000000 

H’0BFFFFFF 

H’A8000000 

H’ABFFFFFF 

予約 CS2空間 

H’0C000000 

H’0DFFFFFF 

H’AC000000 

H’ADFFFFFF 

SDRAM 16bit 

32Mbyte 

CS3空間 

H’0E000000 

H’0FFFFFFF 

H’AE000000 

H’AFFFFFFF 

予約  

H’10000000 

H’13FFFFFF 

H’B0000000 

H’B3FFFFFF 

ユーザ開放 CS4空間 

H’14000000 

H’15FFFFFF 

H’B4000000 

H’B5FFFFFF 

予約 CS5A空間 

H’16000000 

H’17FFFFFF 

H’B6000000 

H’B7FFFFFF 

ユーザ開放 CS5B空間 

H’18000000 

H’19FFFFFF 

H’B8000000 

H’B9FFFFFF 

予約 CS6A空間 

H’1A000000 

H’1BFFFFFF 

H’BA000000 

H’BBFFFFFF 

ユーザ開放 CS6B空間 

H’1C000000 

H’1FFFFFFF 

H’BC000000 

H’BFFFFFFF 

予約 CS7空間 

 

 

 

 

 

Table 2.5-1 アドレスマップ 1(CMNCR.MAP=0) 

※ P0 = P0 領域（キャッシュ領域） P2 = P2 領域（ノンキャッシュ領域） 

！注意 

予約エリアはアクセスしないでください。アクセスした場合は正常に動作しない可能性があります。 
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アドレス(P0) アドレス(P1) デバイス 空間 

H’00000000 

H’00FFFFFF 

H’A0000000 

H’A0FFFFFF 

FlashROM 16bit 

8Mbyte 

CS0空間 

H’01000000 

H’03FFFFFF 

H’A1000000 

H’A3FFFFFF 

予約  

H’04000000 

H’07FFFFFF 

H’A4000000 

H’A7FFFFFF 

予約 CS1空間 

H’08000000 

H’0BFFFFFF 

H’A8000000 

H’ABFFFFFF 

予約 CS2空間 

H’0C000000 

H’0DFFFFFF 

H’AC000000 

H’ADFFFFFF 

SDRAM 16bit 

32Mbyte 

CS3空間 

H’0E000000 

H’0FFFFFFF 

H’AE000000 

H’AFFFFFFF 

予約  

H’10000000 

H’13FFFFFF 

H’B0000000 

H’B3FFFFFF 

ユーザ開放 CS4空間 

H’14000000 

H’17FFFFFF 

H’B4000000 

H’B7FFFFFF 

ユーザ開放 CS5空間 

H’18000000 

H’1BFFFFFF 

H’B8000000 

H’BBFFFFFF 

ユーザ開放 CS6空間 

H’1C000000 

H’1FFFFFFF 

H’BC000000 

H’BFFFFFFF 

予約 CS7空間 

 

 

 

 

 

 

 

Table 2.5-2 アドレスマップ 2(CMNCR.MAP=1) 

！注意 

予約エリアはアクセスしないでください。アクセスした場合は正常に動作しない可能性があります。 

※ P0 = P0 領域（キャッシュ領域） P2 = P2 領域（ノンキャッシュ領域） 
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R14 

R12 

R15 

R13 

 
 

 

 

３．１ CPU動作モード 
 

 ３．１．１ CPU動作モードの出荷時設定 

 

μST-SH2の SH7619のモード端子は、出荷時に次のように設定されています。 

 

端子 設定値 動作 備考 

MD0 0 クロックモード 

MODE2 

固定 

MD1 1 固定 

MD2 0 R15で設定 

MD3 0 エリア 0バス幅 16ビット 固定 

MD5 0 ビッグエンディアン R13で設定 

 

 

 

 ３．１．２ クロックモードの設定 

 

SH7619のクロックモードは、R15の実装、未実装で設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R15 クロックモード 

実装(出荷時設定) MODE2(PLL×4) 

未実装 MODE6(PLL×2) 

３． 機能説明 

 

Table 3.1-1 動作モードの出荷時設定 

Fig 3.1-2 クロックモードの設定 

！注意 

部品の実装、取り外しによるボードの故障は、保証対象外となりますのでご注意ください。 
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R14 

R12 

R15 

R13 

 

 ３．１．３ エンディアンの設定 

 

μST-SH2はエンディアンを、R13の実装、未実装で設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．１．４ エリア０バス幅 

 

SH7619 は MD3の信号により、エリア 0バス幅 8/16ビットの設定することができますが、μST-SH2ではエリア 0バ

ス幅は 16ビット固定となっていますので設定の変更はできません。 

R13 エンディアン 

実装(出荷時設定) ビッグエンディアン 

未実装 リトルエンディアン 

Fig 3.1-3 エンディアンの設定 

！注意 

部品の実装、取り外しによるボードの故障は、保証対象外となりますのでご注意ください。 
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36 

BD45301G（ローム） 

RES 

#RESET 

1K

Ω 

 
VOUT 

ER GND 

VCC 

VCC 

VCC 

HD74LV1G126A J2 

SH7619 

 

３．２ リセット 
 

μST-SH2のリセットには次の 3つの動作があります。 

 

（１） 電源投入時及び、電圧降下時のリセット動作 

 

電源電圧が、約 3.0Vでシステムリセットされます。 

RESET信号(#RESET)は、専用 IC（BD45301G ローム製）により、100msec間の LOWパルスが出力されます。 

 外部回路のリセットにも利用できます。 

 

（２） リセット SWによるリセット動作 

 

リセット SWを押すことにより強制的にシステムリセットされます。 

こちらも専用 IC により約 100msec 間の LOW パルスが出力されますので、CPU はパワーオンリセット例外処理を開始しま

す。 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig 3.2-1 リセット回路 
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３．３ FlashROM 
 

μST-SH2には標準で 8Mbyteの FlashROM (S29GL064N90TFI020 Cypress製 または相当品)が搭載されています。 

SH7619の CS0空間に 16ビットバスで接続されており、ブートメモリとして機能します。 

μST-SH2には、Flash書き込みツール(*1)や H-UDIデバッガ(*2)を利用して書き込みを行う方法と、RedBootや Linuxの

Flash 書き込み機能を使い、すでに書き込まれているプログラムによって、シリアルインターフェースや SD カード等か

らプログラムを書き込む方法があります。 

FlashROMライトプロテクトについては「3.5.2 FlashROMプロテクトの設定」を参照してください。 

 

*1 弊社製品 Flash書き込みソフト「FlashWiterEX」が対応しておりますので是非ご利用ください。 

*2 FlashROMの対応状況は事前に各メーカーにお問い合わせください。 

 

 
３．４ SDRAM 
 

μST-SH2には標準で 32Mbyteの SDRAM(M12L2561616A-6TIG2S ESMT製 または相当品)が搭載されています。 

SH7619の CS3空間に 16ビットバスで接続されており、メインメモリとして機能します。 

 
 
３．５ DSW1の設定 
 

μST-SH2には DSW1(CHP-040A コパル電子)が実装されています。 

 

 

 ３．５．１ DSW1の出荷時設定 

 

μST-SH2の DSW1は出荷時に以下のように設定されています。 

 
 

DSW1 状態 動作 備考 

1 OFF FlashROMライトプロテクト  

2 ON PC01 LOW ユーザ開放 

3 ON PC02 LOW ユーザ開放 

4 ON PC03 LOW ユーザ開放 

 

 
 
 
 ３．５．２ FlashROM ライトプロテクトの設定 

 

μST-SH2 の DSW1-1 で、FlashROM ライトプロテクトの設定をすることができます。FlashROM ライトプロテクト状態

に設定した場合は、FlashROM の先頭セクタグループ 0x000000～0x00FFFF 番地への書き込み、及び消去を禁止します。 

 

DSW1-1 状態 

ON FlashROMライトプロテクト解除 

OFF FlashROMライトプロテクト（出荷時設定） 

 
 

Table 3.5-1 DSW1の出荷時設定 

Table 3.5-2 FlashROMライトプロテクトの設定 
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MAX3232CPW 

R1O 

T1O 

R2O 

T2O 

R1I 

T1I 

R2I 

T2I 

RXD0 

TXD0 

CTS0 

RTS0 

SH7619 

P2 D-SUB9ピンコネクタ 

Table 3.5-3 DSW1-2、3、4の設定 

Fig 3.6-1 シリアルインターフェース回路構成図 

Table 3.6-2 シリアルインターフェースピンアサイン 

 
 ３．５．３ DSW1-2、3、4の設定 

 

μST-SH2の DSW1-2、3、4はユーザ開放となっています。PC01、PC02、PC03に接続されていますので、各々の設定に

ご利用ください。 

 

 

DSW1-2、3、4 各ポート(PC01、PC02、PC03)の状態 

ON LOW（出荷時設定） 

OFF HIGH 

 
 
 
３．６ シリアルインターフェース 
 

μST-SH2はシリアル通信用に D-SUB9ピンコネクタを１ポート備えています。 

以下にシリアルインターフェースの回路構成とピンアサインを示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 信号名 

1 NC 

2 RXD 

3 TXD 

4 NC 

5 SG 

6 NC 

7 RTS 

8 CTS 

9 NC/+5V 
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TxP 

TxM 

RxP 

RxM 

SH7619 

PC07/MII_TXD3/DUPLEX 

PC06/MII_TXD2/CRS 

 PC05/MII_TXD1/LINK 

 PC04/MII_TXD0/SPEED100 

 

TD+ 

TD- 

RD+ 

RD- 

YLED+ 

YLED- 

GLED+ 

GLED- 

PTL-TJ-N-D 

HD74LV1G00A 

HD74LV1G00A 

Fig 3.7-1 Ethernetインターフェース回路構成図 

Table 3.7-2 Ethernetインターフェースピンアサイン 

 
３．７ Ethernetインターフェース 
 

μST-SH2は Ethernetインターフェースを１ポート備えています。 

 
 
 ３．７．１ Ethernet インターフェース回路構成 

 

μST-SH2の Ethernetインターフェースの回路構成図とピンアサインを以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

No. 信号名 

1 TD+ 

2 TD- 

3 CT 

4 NC 

5 NC 

6 CT 

7 RD+ 

8 RD- 

9 YLED+ 

10 YLED- 

11 GLED+ 

12 GLED- 
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緑色ＬＥＤ 黄色ＬＥＤ 

ストレートケーブル 

クロスケーブル 

HUBに接続する場合 

PCに接続する場合 

PC 

HUB 

μST-SH2 

μST-SH2 

P1 

P1 

Fig 3.7-4 LANの接続 

Fig 3.7-3 PTL-TJ-N-Dの LEDの接続 

 
 ３．７．２ PTL-TJ-N-Dの LED 

 

μST-SH2の Ethernetコネクタ「PTL-TJ-N-D(JOROTECH製)」には緑色、黄色の 2つの LEDがあります。 

これらの LEDは Fig 3.7-1のように接続されています。接続されているポートのピンファンクションコントローラの

設定により、必要な信号の状態を LEDに表示することが可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３．７．３ LANの接続方法 

 

LANケーブルは、10/100BASE-TX対応ケーブルをご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

LED 接続ポート 備考 

黄 
PC07/MII_TXD3/DUPLEX NAND回路で接続 

PC06/MII_TXD2/CRS 

緑 
PC05/MII_TXD1/LINK NAND回路で接続 

PC04/MII_TXD0/SPEED10 
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Table 3.8-1 SD/MMCカードインターフェース 

※I:入力 O:出力 IO:入出力 P:電源 

 
 ３．７．４ MACアドレス 

 

uST-SH2 には、弊社で割り当てた MAC アドレスが出荷時に EEPROM に書き込まれています。基板上のシールに記載さ

れておりますので、お確かめください。 

 

  MAC アドレス ： 000C7B-XXXXXX 

 
 
 
 
 
３．８ SD/MMCカードスロット 
 

μST-SH2は SD/MMCカード対応スロットを 1基備えています。 

アクセスは FIFO付きクロック同期シリアル I/Oモジュール(SIOF)を利用しています。 

 
 ３．８．１ SD/MMCカードインターフェース 

 

以下に SD/MMCカードインターフェースを示します。 

 

 

No. SD信号名 MMC信号名 I/O uST-SH2 

1 DAT3/CS RES/CS IO SIOF0_SYNC 

2 CMD/DI CMD/DI O SIOF0_TXD 

3 GND GND P GND 

4 VCC VCC P VCC 

5 CLK CLK IO SIOF0_SCK 

6 GND GND P GND 

7 DAT0/DO DAT/DO I SIOF0_RXD 

8 DAT1  - 47KΩPULL-UP 

9 DAT2  - 47KΩPULL-UP 

10 CARD DETECT I PE07 

11 COMMON P GND 

12 WRITE PROTECT I PE08 

13 GND P FG 

 

 

 

 

 

ベンダ ID(固定) 個別に割り当てられた番号 
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VCC 

PE07 
10 

SH7619 

SD/MMCカード SLOT 

C 

VCC 

PE08 
12 

SH7619 

SD/MMCカード SLOT 

C 

Fig 3.8-2 SD/MMCカード検出 

Fig 3.8-3 SD/MMCカードライトプロテクトの検出 

 

 ３．８．２ SD/MMCカード検出 

 

SD/MMCカード検出は以下のようになっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 ３．８．３ SD/MMCカードライトプロテクト検出 

 

μST-SH2は SD/MMCカードのライトプロテクト信号を PE08で検出することができます。 

ライトプロテクト機能を実現するには、ライトプロテクト信号が有効のとき SD/MMC カードへの書き込みを禁止する

等のソフトウェアでの対応が必要になります。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

状態 PE07 

カード検出 LOW 

カード未検出 HIGH 

SD/MMCカードライトプロテクト PE08 

ライトプロテクト HIGH 

ライトプロテクト解除 LOW 
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INT 

SIO 

SCK 

CS 

VCC 

XOUT 

XIN 

VSS 

VCC VBAT 

33.768KHz 

PD0/IRQ0 

PE11 

PE10 

PE09 

S-35190A SII製 SH7619 

Fig 3.9-1 RTCインターフェース回路 

Table 3.9-2 RTCの DC電気的特性 

 
３．９ リアルタイムクロック(RTC) 
 

μST-SH2は RTC(S-35190A SII製)が搭載されています。 

 
 
 ３．９．１ RTCインターフェース回路構成 

 

μST-SH2 の RTC インターフェースの回路構成図を以下に示します。RTC は、3 線シリアルインターフェースとなって

おり、CPU内蔵 I/Oポートで通信をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 ３．９．２ バックアップ 

 

RTC は電気二重層コンデンサでバックアップされます。放電時間は約 712 時間です。ただし、コンデンサの自己放電

や内部抵抗などの影響や、使用環境温度などで放電時間が変化する場合がありますので、放電時間は一応の目安とし

てください。 

 
 
 ３．９．３ バックアップ 

 

拡張コネクタ J2の 39Pに一次電池等のバックアップ電源を接続することで長期のバックアップが可能になります。 

バックアップ期間の目安は、次の数値から算出してください。 

 

BATT 電圧 VCC > BATT > 1.1V 

S-35190Aの消費電流 Typ0.25uA 

ダイオードリーク電流 約 500nA 

ダイオード電圧降下 約 0.42V 

 
 

 

計算例） 30mAhの電池の場合 

 

 終止電圧 1.9V(BATT電圧＋ダイオード電圧降下)の場合の効率を 80%とした場合 

 (30mAh×0.8)÷(0.25uA＋0.5uA)＝32000時間 

 

※実際に計算される際は、使用する電池の放電特性データ等も参考にしてください。 
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H-UDI デバッガ 

XrossFinder(Alpha Project) 

E10A-USB(Renesas)等 

 

uST-SH2 

PC 

！注意 

コネクタを実装する際は、コネクタの向き、ピン番号をお間違えのないよう

にご注意ください。 

XG4C-1431(OMRON) 

Fig 3.10-1 JTAGコネクタ実装例 

Fig 3.10-2 H-UDIデバッガ接続例 

 
３．１０ H-UDI(JTAG)インターフェース 
 

μST-SH2の拡張コネクタ J2の 1Pから 14Pには H-UDI(JTAG)接続用端子に割り当てられています。 

μST-SH2 に添付されている JTAG コネクタ(XG4C-1431 OMRON)を実装することで、容易に各社のデバッガを接続して実機

デバッグをすることが可能です。また、FlashROMへの書き込み等にも使用することができます。 

以下に、JTAGコネクタの実装例と H-UDIデバッガの接続例を示します。 
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JP1 

R
2

0
 

P3 

ACアダプタ 

DC+5V 

AC100V コンセントへ 

uST-SH2 

 
３．１１ 電源 
 

μST-SH2は単一+5V電源で動作します。 

 
 ３．１１．１ 電源コネクタ P3から電源を供給する場合 

 

μST-SH2には電源コネクタ P3が実装されています。DC+5Vの ACアダプタなどを接続してください。 

(ACアダプタは別売りとなっております。) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３．１１．２ P2から電源を供給する場合 

 

P2 の 9 ピンから電源を供給することができます。この場合、9 ピンには+5V±5%の電圧が印加されるようにしてくだ

さい。また、P2から電源を供給する場合には JP1の設定が必要です。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JP1 動作 

短絡 P2-9ピンから電源を供給する 

未短絡(出荷時設定) P2-9ピンから電源を供給しない 

Fig 3.11-2 JP1の設定 

Fig 3.11-1 電源コネクタ P3 からの電源供給方法 
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増設回路基板の電源

コネクタより給電 

下の増設回路基板より

J2(38、39P)を通じて電

源を供給します。 
ON/OFF機能付きの電源 

（DC+5Vの供給） 

uST-SH2 

増設基板 

uST-SH2 

P2 

ユーザー回路 

 

9 ピンが+5V になっている

D-SUBコネクタなど 

シリアルケーブル 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．１１．３ 拡張コネクタ J2から電源を供給する場合 

 

拡張コネクタ J2 の 37、38P から+5V の電源を供給することができます。接続例として、スタッキングコネクタによ

る接続を示します。 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Fig 3.11-4 増設回路基板の接続例 

Fig 3.11-3 D-SUB コネクタ P2 からの電源供給方法例 
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VCC 各ポート 

HD74LV1G126A LED 

 
３．１２ モニタ LED 
 

μST-SH2 には、各信号のモニタ用に LED が 3 つ実装されています。各ポートで LED を制御することができますので、

SD/MMCカードアクセスや、Ethernetアクセス、電源のステータスなど、様々な用途に使用することが可能です。 

以下に、モニタ LEDの回路図、ポートの割り当てを示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポートの出力 LEDの状態 

LOW 消灯 

HIGH 点灯 

LED 接続ポート 

LD1(GREEN) PE13 

LD2(GREEN) PE12 

LD3(RED) PE14 

Fig 3.12-1 モニタ LED回路図 

Table 3.12-2 モニタ LEDポートの割り当て 
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J

2 

3
9 

4
0 

1
 

2
 

1
 

2
 

3
9 

4
0
 

J

1 

Fig 4.1-1 J1、J2ピン配置 

 
 

 

 

４．１ 端子配列 
 

μST-SH2は、外部拡張に必要な信号を J1、J2に引き出してあります。 

SH7619の端子の多くは兼用端子となっています。詳しくは回路図と SH7619ハードウェアマニュアルをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 信号名 信号名 No  No. 信号名 信号名 No 

1 VCC GND 2  1* TCK NC 2* 

3 A16 A15 4  3* TRST #ASEMD 4* 

5 A14 A13 6  5* TDO GND 6* 

7 A12 A11 8  7* UVCC VCC 8* 

9 A10 A9 10  9* TMS GND 10* 

11 A8 A7 12  11* TDI GND 12* 

13 A6 A5 14  13* #RESET GND 14* 

15 A4 A3 16  15 VCC GND 16 

17 A2 A1 18  17 PB00/WAIT PB01/IOIS16 18 

19 A0 D15 20  19 PB05/ICIORD PB06/ICIOWR 20 

21 D14 D13 22  21 PB07/CE2B PB08/CS6B 22 

23 D12 D11 24  23 PB09/CE2A PB10/CS5B 24 

25 D10 D9 26  25 PB11/CS4 PB13/BS 26 

27 D8 D7 28  27 VCC PD7/IRQ7 28 

29 D6 D5 30  29 PD6/IRQ6 PD5/IRQ5 30 

31 D4 D3 32  31 PD4/IRQ4 PD3/IRQ3 32 

33 D2 D1 34  33 PD2/IRQ2 PD1/IRQ1 34 

35 D0 #WE0 36  35 NMI #RESET 36 

37 #WE1 #RD 38  37 +5V +5V 38 

39 RD/WR CKIO 40  39 VBAT GND 40 

  * J2の NO.1～14は H-UDI端子になっております。 

  * 信号名に#がついているものは負論理を表します。 

J1 拡張コネクタ J2 拡張コネクタ 

４. 拡張コネクタ 
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XrossFinder  

μST-SH2 
PC 

AC100V 

コンセントへ 

ACアダプタ

DC+5V 

 

 

 

 

５．１ FlashROMの書き込み方法 
 

μST-SH2 に搭載されている FlashROM(S29GL064N90TFI020 Cypress)にプログラムを書き込む方法として、ここでは弊社

製 Flash書き込みソフト「FlashWriterEX」と JTAGデバッガ「XrossFinder」を使用した例を紹介します。 

 

※ 本製品には「FlashWriterEX」と「XrossFinder」は含まれておりません。 

 

 

 

①準備 

 

あらかじめμST-SH2 に H-UDI コネクタを実装しておきます。H-UDI コネクタの実装方法は「3.10  H-UDI(JTAG)
インターフェース」を参照してください。 

 

 

②接続方法 

 

下記のように PCと XrossFinderとμST-SH2を接続します。μST-SH2の電源は切っておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 技術資料 

Fig 5.1-1 インターフェース接続図 
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③FlashWriterEX の起動 

 

FlashWiterEXを起動し、必要項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPU SH7619 

FlashROM SPANSION*1 → S29GL064N(01/02/V1/V2) 

Adaptor XrossFinder 

Bus Size 16 

Base Addr 00000000 

Endian * エンディアンの設定に合わせてください 

Clock Mode 10MHz、5MHz、2.5MHz 

    * 「3.1.3 エンディアンの設定」を参照してください。 

 

 

*1  2021年 2月現在、S29GL064N90TFI020は Cypress社の製品となっておりますが、 

こちらでは SPANSIONをご選択ください。 

 

 

 

 

 

Fig 5.1-2 FlashWriterEX 起動画面 

Table 5.1-3 必須設定項目 
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④コマンドファイルの選択 

 

「File」→「Select Command File」から、コマンドファイル XrossFinder_ustsh2.xfcを選択します。 

コマンドファイルは\sample フォルダ内にあります。また、弊社のホームページよりダウンロードすることができ

ます。 

 

 コマンドファイルダウンロードページ 

 https://www.apnet.co.jp/product/superh/xssight.html#page-sp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ファイルの選択 

 

「File」→「Open」から、書き込むプログラムを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.1-4 コマンドファイルの選択画面 

Fig 5.1-5 ファイルの選択画面 

https://www.apnet.co.jp/
https://www.apnet.co.jp/product/superh/xssight.html#page-sp
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⑥書き込みの開始 

 

μST-SH2 の電源を投入し、AUTO ボタンを押すと Tartget Write ダイアログが表示されますので、「OK」をクリッ

クし、書き込みを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦書き込みの完了 

 

書き込みが完了すると「Programming was completed!」ダイアログが表示されます。 

以上で、FlashROMへの書き込みは終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧動作確認 

 

書き込みが完了しましたら、μST-SH2 の電源を切り、H-UDI ケーブルを取り外し、電源を再投入して動作を確認し

てください。 

 

Fig 5.1-6 書き込み開始画面 

Fig 5.1-7 書き込み完了画面 
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① 

② 
③ 

 

④ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

 

５．２ ケースへの組み込み方法 
 

ケースへ組み込む方法を以下に示します。 

 

※ ケースタイプをお買い上げの場合にはすでにケースに組み込まれた状態になっております。 

 

①準備 

 

ケース（別売り）に添付されている以下の部品を用意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品番号 名称 数量（個） 

① 上下カバー 2 

② 前面パネル 1 

③ 背面パネル 1 

④ サイド金具 2 

⑤ M2.6 x 3 スペーサー 4 

⑥ M2.6 x 8 ダブルセムスネジ 4 

⑦ M3 x 5 鉄皿ネジ 8 

 

Fig 5.2-1 準備物 

Table 5.2-2 準備物の名称と個数 
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M2.6 x 8 ダブルセムスネジ 

M2.6 x 3 スペーサ 

μST-SH2 

サイド金具 

 

②サイド金具の取り付け位置の確認 

 

サイド金具の下方にはそれぞれ 4つの取り付け用穴があります。以下に示す穴を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③サイド金具の取り付け 

 

以下に示すように、μST-SH2 の部品面方向から M2.6 x 8 ダブルセムスネジを入れ、半田面に M2.6 x 3 スペーサ

を通し、サイド金具とネジ止めをします。ネジ止めは 4 箇所ありますので、全てしっかりとネジ止めをしてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.2-3 サイド金具の取り付け位置の確認 

Fig 5.2-4 サイド金具の取り付け 
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④サイド金具の取り付けの完了 

 

以上でサイド金具の取り付けが完了です。以下のように取り付けられていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤背面パネルの取り付け 

 

以下のように背面パネルを取り付けます。この時点では背面パネルは固定されておりませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.2-5 サイド金具の取り付け完了 

Fig 5.2-6 背面パネルの取り付け 
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外側の溝にパネルを上方からはめこんでください。 

 

⑥下カバー、前面パネルの取り付け 

 

下カバーを取り付ける際、下カバーの外側の溝に上方から背面パネルをはめこみます。背面パネルをはめた後、前

面パネルを同様にはめこんでください。 

※ 下カバーと上カバーは共通になっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.2-7 下カバーのはめこみ位置 

Fig 5.2-8 下カバー、前面パネルの取り付け 
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⑦上カバーの取り付け 

 

上カバーを上方からかぶせるように取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧カバーの固定 

 

左右にある取り付け穴を 8箇所すべて M3 x 5 鉄皿ネジでネジ止めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.2-9 上カバーの取り付け 

Fig 5.2-10 カバーの固定 
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⑧組み込みの完了 

 

全ての工程が終了しましたら、以下のように正しく取り付けがされているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.2-11 ケースへの組み込みの完了 
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J2 

J1 

前面 

背面 

J2 

J1 
切り欠き部分 

Fig 5.3-2 オプションボード拡張コネクタ実装例 

 
５．３ オプションボードの接続方法 
 

μST-SH2 の機能を拡張するためのオプションボードを各種用意しております。μST-SH2 とオプションボードを接続する

手順を以下に示します。 

※2021 年 2月現在、オプションボードの販売は終了しております。 

 

①μST-SH2に拡張コネクタを実装 

 

以下にμST-SH2の拡張コネクタ J1、J2の実装例を示します。 

 

J1、J2推奨コネクタ ： HIF3H-40DA-2.54SA（ヒロセ） 

 

※ 拡張コネクタは別売りとなっていますが、ケースタイプのμST-SH2/USB、μST-SH2/ADIO、μST-SH2/VCP 

  をお買い上げの場合にはすでに拡張コネクタが実装されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②オプションボードに拡張コネクタを実装 

 

以下にオプションボードの拡張コネクタ J1、J2の実装例を示します。 

 

J1、J2推奨コネクタ ： HIF3H-40PB-2.54DSA（ヒロセ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.3-1 μST-SH2拡張コネクタ実装例 
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J1 

J2 

切り欠き部分 

切り欠き部分 

J1 

J2 

前面 

背面 

Fig 5.3-3 スタッキング接続（前面視） 

Fig 5.3-4 スタッキング接続（背面視） 

！注意 

・基板の接続方向とコネクタの合わせには十分注意してください。接続を誤った場合、回路を 

 破損する恐れがあります。 

・ヘッダピンを曲げる恐れがありますので、基板の抜き差しには十分注意してください。 

・通電した状態で基板の抜き差しを行わないでください。 

 

③μST-SH2とオプションボードを接続 

 

μST-SH2 とオプションボードをスタッキング接続します。オプションボードにはすべて基板端に切り欠き部分が

ありますので、切り欠き部分が背面方向にくるように接続してください。 
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６．１ オプション製品 

 
 ６．１．１ Linux開発キット 

 

開発に必要な環境一式をセットにした Linux 開発キットをご用意しております。Linux の開発環境の他、LAN ケーブ

ル、RS232C ケーブル、AC アダプタも添付されておりますので、ご購入後すぐに開発に取り掛かれます。また、開発

に必要な環境が分からない方にもお勧めです。 

 

 
 ６．１．２ ACアダプタ 

 

uSTシリーズで使用できる ACアダプタです。 

 ◇AC100V入力 DC5V/2A 

 ◇RoHS対応、PSE認定取得済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table 3.3-1 コネクタ端子配列 
６．関連製品のご案内 

 

https://www.apnet.co.jp/
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６．２ Flash書き込みツール 
 

FlashWriterEX は、SH-2/3/4 用の Flash 書き込みソフトで約 800 種類以上の FlashROM と FlashROM 内蔵型マイコンに対

応しています。ユーザシステムのバージョンアップソフトの配布に便利なライティングモジュール作成機能等も備えて

おり開発から量産用途まで、幅広くご利用いただけます。 

 

 * H-UDI インターフェースとして、「XrossFinder」または「HJ-LINK」が必要です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．３ デバッグツール 
 
 JTAGデバッガ「XrossFinder」は、ルネサス SuperHマイコン SH-2/3/4に対応した JTAG(H-UDI)デバッガです。 

 小型で USBバスパワーに対応しているので省スペースで快適なデバッグ環境を実現しています。 

 GNU C／C++、ルネサス製 C／C++ クロスコンパイラに対応しています。 

 低価格なので、初めて導入される方や大量に導入を検討されているお客様にも最適です。 
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●ユーザ登録 

 

ユーザ登録は弊社ホームページにて受け付けております。ユーザ登録をしていただきますと、バージョンアップ 

や最新の情報等を E-mailでご案内させていただきますので、是非ご利用ください。 

 

 

 

 

●修理の依頼 

 

  修理をご依頼いただく場合は、下記サイトにある製品保証規定と修理規定をご確認の上、「お問い合わせフォーム」 

より製品サポートへご連絡ください。 

 

 

 

 

 

●製品サポートの方法 

 

 製品サポートについては、FAXもしくは E-MAILでのみ受け付けております。お電話でのお問い合わせは受け付けて 

おりませんのでご了承ください。なお、お問い合わせの際には、製品名、使用環境、使用方法等、問題点などを詳細 

に記載してください。 

 

 

 

 

 

  以下の内容に該当するお問い合わせにつきましては受け付けておりませんのであらかじめご了承ください。 

 

■ 本製品の回路動作及びＣＰＵおよび周辺デバイスの使用方法に関するご質問 

■ ユーザ回路の設計方法やその動作についてのご質問 

■ 関連ツールの操作指導 

■ その他、製品の仕様範囲外の質問やお客様の技術によって解決されるべき問題 

 

●ソフトウェアのサポート 

 

  ソフトウェアに関する技術的な質問は、受け付けておりませんのでご了承ください。  

  サポートをご希望されるお客様には、個別に有償にて承りますので弊社営業までご相談ください。 

 

 製品サポートのご案内 

７． その他 

 

弊社ホームページアドレス   https://www.apnet.co.jp 

https://www.apnet.co.jp/support/index.html 

修理・故障に関するお問い合わせ 

Ｅ－Ｍail query@apnet.co.jp 

技術的なお問い合わせ 

https://www.apnet.co.jp/
https://www.apnet.co.jp/
https://www.apnet.co.jp/support/index.html
mailto:query@apnet.co.jp
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  弊社製品をベースとしたカスタム品やシステム開発を承っております。 

  お客様の仕様に合わせて、設計から OEM供給まで一貫したサービスを提供いたします。 

  詳しくは、弊社営業窓口までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エンジニアリングサービスのご案内 

■ＴＥＬ  ０５３－４０１－００３３（代表） 

■ＦＡＸ  ０５３－４０１－００３５ 

■Ｅ－Ｍａｉｌ sales@apnet.co.jp 

営業案内窓口 

https://www.apnet.co.jp/
mailto:sales@apnet.co.jp
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外形寸法にコネクタ突き出し長を追加(２章) 

FlashROMの型番表記を変更(３章) 

SDRAMの型番表記を変更(３章) 

FlashROMの型番変更(２、３、５章) 
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SLOT1型番変更(２章) 
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ルネサステクノロジの社名をルネサスエレクトロニクスに変更 

 ４版 2021/02/05 梱包内容変更 

「取り扱い上の注意」修正 

「保証」修正 

Table2.1-1、Fig2.4-1、3.4章 

  -SDRAMの型番変更 K4S561632E-UC75(Samsung) → M12L2561616A-6TIG2S(ESMT) 

Spansion社名を Cypressに変更 

コマンドファイルダウンロードページの URLを更新(５章） 

5.1 FlashROMの書き込み方法 FlashROM型番選択時の注意書きを追加（５章） 

5.3 オプションボードの接続方法 製品販売終了の注意書きを追加（５章） 

6.1 オプション製品 販売終了製品の記載の削除(６章) 

製品サポートのご案内(７章) 

エンジニアリングサービスのご案内(７章) 

 ５版 2023/10/02 住所を更新 
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